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哨乳類臼歯の噴頭の個体発生

近 藤 信太郎

岡山大学歯学部口腔解剖学第一講座

は じめ に

歯の系統発生を考える上で主として用いられる

のは化石資料から得られた古生物学的な情報であ

る｡歯は骨 と同様,多くの無機質を含む (最 も多

いエナメル質では約97%)ことから,その形を化

石 として後世にとどめる機会が多く,古生物学の

発展に大きく貢献してきた｡しかし,化石の発見

には多くの困難を伴う.ことや,長い地質年代にわ

たって多くの化石が発見されることはたい-ん難

しいことから,現生動物の歯を対象とした比較解

剖学的研究や個体発生学的研究などの補助的な手

段が併用されることが多い｡

歯の系統発生の重要な問題は哨乳類にみられる

複雑な形をした多数の嘆頭*をもつ歯 (多岐頭歯)

が,魚類や偶虫類などにみられる円錐形をしたハ

プロドントからどのように進化したか,すなわち

多岐頭歯の形態形成の歴史についてである｡一方,

歯の個体発生は組織学的な観点から論 じられるこ

とが多く,これらは主に平面的な情報に依存して

いる｡ そこで,著者は食虫目の実験動物 として注

目されているスンクスの臼歯嘆頭の個体発生につ

いて組織学的観察と並行 して,復構模型による三

次元的観察を行った1)｡本稿では,その研究結果に

基づ き,多岐頭歯の系統発生について再検討 し,

嘆頭の発生機構に関する問題点の整理をしてみた

い｡

1.臼歯嘆頭の系統発生

晒乳類臼歯嘆頭の個体発生について述べる前に,

多岐頭歯の系統発生に関する学説についてまとめ

ておきたい｡これらは大きく癒合説と分化説に分

けることができる｡ 前者は2本以上のパブロ ドン

トが癒合することによって多岐頭歯ができるとし,

後者は 1本のパブロ ドントが形を変えることによ

って多岐頭歯ができると主張している｡このうち

癒合説はいろいろな理由から現在ではほとんど否

定されている｡ ここでは分化説のうち最 も信頼さ

れている新三結節説2)により嘆頭の系統発生順序を

考えてみたい｡新三結節説はCope3),Osborn4)5)に

よって提唱され,Gregory6)によって発展させ られ

た "三結節説''をPatterson2)が嘆頭の相同性につ

いて修正 し,さらに発展させたもので,その基礎

となったのは中生代晒乳類化石の研究である｡ な

お歯科の方向用語では前方,後方をそれぞれ近心,

遠心といい,外側,内側をそれぞれ頬側,舌側 と

いう｡ また歯の部分や嘆頭に関する用語について

は ｢歯の比較解剖学｣7)にしたがった｡

最初に偶虫類の-プロ ドントの近心,遠心にそ

れぞれ 1個ずつ嘆頭が分イヒし,三錐歯類となる(図

1)｡ 次に主嘆頭 (-プロ ドントに由来する喫頭)

の両側に並んだ嘆頭が上顎では頬側,下顎では舌

側に転移し,主喫頭を頂点とした上下逆向きの三

角形を形成し相称菌類 となる｡ 上顎では-プロド

ントに由来する嘆頭はパラコーンとよばれ,頬側

の嘆頭のうち遠心のものはメタコーンとよばれる｡

近心のものは,スタイロコーンとよばれる｡ この

スタイロコーンは,中生代白亜期後期に出現する

味始食虫類以後有胎盤晴乳類では退化消失するが,

有袋類には受け継がれている嘆頭である｡ 下顎で

はこの三角形のことをトリゴニッドとよび,これ

らの3つの噴頭のうち-プロドントに由来するも

のをプロトコニッドとよび,舌側の嘆頭のうち遠

心のものをメタコこ､ソド,近心のものをパラコニ

● 一般 にエナメル質におおわれ,顎の外 に露出 している部分 を歯冠 といい,それより下方の顎の中に埋 まっている部分

を歯根 という｡嘆頭 とは歯冠において突出 している部分をいう｡
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図 1 新三結節説による多岐頭歯の形態分化

図は噛み合わせの面(校合面)からみたもので,上

顎は右側,下顎は左側 の歯 をそれぞれ示 したので,

校合状態がわかるようになっている｡ ●はハプロ ド

ントを受け継いだ岐頭を示 し,○は次の段階,△は
その次の段階で分化す る嘆頭 をそれぞれ示 してい

る｡▲はタロニッドの嘆頭 を示 している｡鼻汎獣類

上顎の斜線部は次の段階でプロ トコーンが分化する
部位 を示 している｡

pa:パ ラコーン,me:メタコーン,st:スタイロ

コーン,pr:プロ トコーン

prd:プロ トコニッド,pad:パ ラコニッド,ned:
メタコニッド,hyd:ハイポコニッド,end:エ ン

トコニッド,hyld:ハ イポコ二ュリッド

ッドとそれぞれよぶ｡真汎獣類になると下顎臼歯

にタロニッドとよばれる遠心へ張 り出した部分が

形成される｡ この部分に-イポコニュリッドまた

はエントコニッドとよばれる嘆頭が分化する｡ し

かしこの段階ではタロニッドのもうひとつの噴頭

である-イポコニッドは分化 していない｡その次

の段階で上顎臼歯にタロニッドに対応する構造が

形成される｡ すなわち,相称菌類の上顎臼歯の三

角形の舌側に新 しい嘆頭を生み出す歯帯**が分化

する｡ この歯帯から形成される喫頭はプロトコー

ンとよばれる｡ 一方,原始食虫頬ではタロニッド

にもさβにハイポコニッドが分化し,タロニッド

に凹み (タロニッドベイスン)が形成される｡ こ

の段階の上顎臼歯にパラコーン,メタコーン,プ

ロトコーンによって形成される三角形の部分をト

リゴンとよんでいる｡ また相称歯類の段階での三

角形をプライマ リー トリゴンといい,この場合の

トリゴン (セカンダリー トリゴン) と区別 してい

る｡ 原始食虫類段階における上 ･下顎臼歯の校合

関係はタロニッドにプロトコーンが,セカンダリ

ー トリゴンの凹みに-イポコニッドがそれぞれ嘆

合して,二重の臼と杵の関係を示している｡ この

段階の臼歯をトリボスフェニック型臼歯とよんで

いる8)｡トリボスフェニックはギリシャ語のtribos:

摩擦 (プロ トコーンとタロニッド;-イポコニッ

ドとトリゴンの凹みによる"すりつぶし"),sphen:

クサビ (トリゴンの隆線とトリゴニッドの隆線に

よる"たち切 り'')を合わせたもので,この臼歯の

機能を表現 している｡ 多種多様の形態を呈する現

生捕乳類の臼歯は,この トリボスフェニック型臼

歯を基とし,食性の変化に応じた機能 ･形態を獲

得 し,適応放散 した結果生まれたものである｡

2.スンクス大臼歯噴頭の個体発生

つぎに胎生期スンクス大臼歯喫頭の発生の観察

結果について簡単にまとめておきたい｡なおスン

クスの上 ･下顎第一大臼歯を噛み合わせの面 (唆

合面)からみた時の模式図を図2に示した｡

上顎第一大臼歯においては,発生初期には唆合

= 歯帯 とは歯冠歯頚部 (歯冠 と歯根の境界に近い部分) を取 り巻 く帯状の隆起 をいう｡ 原始的を要素をもつ歯ほど歯帯

は発達 している｡ 歯帯は新 しくロ交頭が分化する場合の母地であるとされている｡
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図 2 スンクスの右側上 ･F顎第一大臼歯

pa:パ ラコーン
me:メタコーン

pr:プロ トコーン

トリゴン

hy:ハ イポコーン
stsh:スタイラーシェルフ

ps:パ ラスタイル
ms:メゾスタイル

mt:メタスタイル

スタイラーカスプ

面からみた外形は近遠心的に長い楕円形である｡

時期が進むと最初に遠心部にメタコーンが分化を

開始する｡メタコーンは次第に鋭 く尖ってきて嘆

頭頂が明瞭に認められるようになる｡ 次いで近心

方向に成長 し,この部にパラコーンが分化を開始

する｡これに続 く近心舌側方向-の成長に伴い,

ここにプロトコーンの分化が始まる｡ この段階で

嘆合面の外形は角のとれた頬舌方向に長い三角形

を呈するようになる｡ 次いで遠心舌側部の形成 と

-イポコーンの初期分化が認められるようになる

と,校合面の外形はほぼ四角形 となる｡ スタイラ

ーシェルフはメタコーンの分化 と相前後してかな

り早 く形成を開始するが,その後はあまり発育 し

ない｡

第二大臼歯においては,峻嶺の発生順序,嘆合

面外形の成長の様相 ともに,第一大臼歯とはかな

り相違 している｡ その主な相違点は第二大臼歯で

はパラコーンが最初に発生 し,メタコーンはわず

かに遅れてその後に発生することである｡ そのた

め近心頬側部が始めに形成され,次いで遠心頬側

部,近心舌側部の順に成長が進む｡

下顎では第一 ･第二大臼歯 ともに校合面外形は

発育の全ステージを通して近遠心的に良い角のと

れた長方形を里する｡ 最初にプロトコニッドが分

頬相

prd:プ ロ トコニッド

pad:パ ラコニッド

ned:メタコニッド

トリゴニッド

hyd:ハイポコニッド
end:エントコニッド

hyld:ハイポコニュリッド

タロニッド

化し,時期が進むと舌側方向に成長し,ここにメ

タコニッドが分化を開始する｡ これとほぼ同時に

遠心方｢和こも成長 し,ここにタロニッドが形成さ

れる｡ このときタロニッドは盛 り上がってお り,

凸状を呈 している｡ タロニッドの嘆頭の分化は遅

れ,- イポコニッド,エントコニッドが分化を開

始するのはメタコニッドが高 く尖ってきてその喫

頭頂が明瞭となった後である｡ タロニッドの喫頭

の発達に伴い,最初盛 り上がっていた部分は相対

的に縮小 し,タロニッドは陥凹し,タロニッドベ

イスンが形成される｡ 最後に近心舌側部が形成さ

れ,ここにパラコニッドの初期分化が認められる｡

なお胎生期には-イポコニュリッドの分化は観察

されなかった｡

以上から喫頭の発生順序は,上顎第一大臼歯で

はメタコーン-パラコーン-プロトコーン--イ

ポコーン,第二大臼歯ではパラコーン-メタコー

ン-プロトコーン--イポコーンの順であるO 下

顎では第一 ･第二大臼歯ともにプロトコ二､ソド-

メタコニッド--イポコニッド-エントコニッド

-パラコニッド--イポコニュリッドとなる｡

3.臼歯嘆頭の個体発生順序

晴乳類臼歯嘆頭の個体発生順序については有袋
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表 1 各種晒乳類臼歯で最初に石灰化 ･発生する嘆頭

冒 属 種 上 顎 下 顎 著 者

有袋目 オポッサム Didelphis me(dP4) prd ROse(1892)9)…

キタオポ /サム DidelZ)hisuiyginiana me(dP4) BerkoVitz(1967)10)…

フクロアリクイ Myrmecobiusfasciatus pa Woodward(1896)ll)…

ハナナガパンデイクー ト Peragale pa prd Woodward(1896)ll)…

アンテキヌス Phascologale(Antechinus) pa prd Woodward(1896)ll)…

キ7シアンテキヌて AntechimiSj7avipes me(M1,M2) prd(Ml,M2) Archer(1974)12)…

7クロギ､ソネ Trichosuntsuulpecula pa(Ml) prd(Ml) BerkoVitz(1968)13)*

ク7､ソカワラビー SetonixbrachyuJruS pa(dP4,Ml) med(dP4)prd(Ml) Berkovitz(1967)14)''

留歯目 7ウス Musmusculus pa(Ml,M2,M3) prd(M1,M2,M3) Gaunt(1955)15)'
ラt.,ト RattusnorL)egicus prd Glasstone(1967)16)*

畢手目 コカグラコウモリ Hiz470siderosbeatus pa(Ml,M2,M3) prd(M1,M2,M3) Marshall&Butler(1956)17)*

食虫目 テンレ､ソク属 Centetes pa(M1) prd(Ml,M2) Woodward(1896)18)**

-リテンレック EriculussetosliS pa(Ml,M2) prdprd(M2) Woodward(1896)18)**

ジムヌラ属 Gymnura pa Woodward(1896)18)‥

十ミ-リネズミ Erinaceuseuropaeus pa(M1,M2) Woodward(1896)18)‥

トガリネズミ属 Sorex pa prd Woodward(1896)lB)''

ヨーロ.,パモグラ 7lalPaeuroPaeaコウべモグラ Mogerakobeae papa(M3) prdprd(Ml,M2,M3)prd(M1,M2,M3) Woodward(1896)lS)HSicher(1916)19)…花 村.植松(1981 )20)… 事

スンクス Suncusmurinus me(Ml,M2)pa(M3)me(Ml)pa(M2) 花村他(1983)21)*…*近藤(1985)I)*

霊長目 クロホエザル Alouattacwaya pa(m3) prd(m3) Tarrant&Swindler(1973)22)*…■

アカゲザル Macacamulatta pa(m1,m2) prd(m1,m2) Swindler&McCoy(1964)23)書 * …

ブタオザル Macacanemestrina pa(Ml) prd(Ml) Tarrant(1971)24)……

アヌビスヒヒ 物 ioanubis pa(m1,m2) prd(mhm2) Swindleretal.(1968)25)HH

チンパンジー Pantroglodytes pa(m2) prd(m2) Tarrant&Swindler(1972)26)…‥

ヒト Homosapienssapiens pa(m1,m2) prd(m1,m2) R6se(1892)27)*,Turner(1963)28)*Nomata(1964)29仰 'Kraus&Jordan(1965)30)……

食肉目 ミンク MusielauisL7n pa(p2,p3,p4,Ml) prd(P3,P4,M1) Aulerich&Swindler(1968)31)……ネコ Felis pa(dP3,dP4) prd(dP3,dP4) Gaunt(1959)32)*

*:復構模型の観察による最初に発生する嘆頭

**:組織切片の観察による最初に発生する嘆頭

**♯:組織切片の観察による最初に石灰化する嘆頭

目= :ア リザ リンレ ソドS染色標本の観察による最初に石灰化するP交頭

pa:パラコーン,me:メタコーン,prd:プロ トコこ､ソド,med:メタコニッ ド

歯の記号は,Pは小臼歯,Mは大臼歯,dP(またはm)は乳臼歯 をそれぞれ表 しているo 例えば Mlは上顎第一大臼歯を,

P3は下顎第三小臼歯を意味している｡

Woodward(1896)はテンレック属,- リテンレ､ソクの上顎大臼歯について,プロ トコーンが最初に発生すると述べている

が,このタイプの大臼歯 (単波歯型)では彼がプロ トコーンと考えた位置にある嘆豆削ま現在ではパラコーンと考える方が

正しいとされているので,ここではパ ラコーンとして記載した｡

冒,蕃歯目,翼千日,食虫目,霊長目,食肉目に

わたって広 く調査されている｡これらの多くのも

のはアリザ リンレッドS染色により石灰化領域を

観察したものであるが,唆頭の石灰化順序 と発生

順序はほぼ一致するものと考えられるため,ここ

ではあえて一括して検討 した｡

表 1に各種捕乳動物における上 ･下顎臼歯の最

初に発生するF交頭を示 したO上顎臼歯では有袋目

の一部 とスンクスを除 く多くの晴乳類でパラコー

ンが最初に発生するとされている｡ また下顎では
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有袋 目のクァッカワラビーを除 く他の動物でプロ

トコニッドが最初に発生する嘆頭であるとされて

おり,一部の例外を除けばこの結果は先に述べた

新三結節説による系統発生の考え方と一致してい

る｡例外となった動物の歯について考えてみると,

これらの歯で最初に発生する喫頭は完成した歯に

おいて相対的に大きい喫頭となっている｡しかし,

逆に完成した歯において最 も大きな嘆頭が最初に

発生するとは言えない｡例えばコカグラコウモリ

の上顎大臼歯では,完成した歯においてはメタコ

ーンはパラコーンより高 く発達の良い嘆頭である

が,この歯ではパラコーンが最初に発生する嘆頭

である｡この点について,Marshall&Butler17)は,

嘆頭はそれ自身が上に伸びて高 くなるのではなく

嘆頭間の嵩が深 くなることによって相対的に高 く

なるので,必ずしも完成した歯で最も高い嘆頭が

最初に発生するとは言えない, と説明している｡

完成した歯におけるロ交頭の大きさはその発生順位

を支配する大きな因子ではあるが,それのみでは

充分説明できるものではないことも明らかである｡

最初に発生する嘆頭についてもう1つ注目した

いことは,クァッカワラビー,スンクスでは歯種

によって噴頭の発生順序が異なっていることであ

る｡ 同じ動物でも歯種によって顎骨に植立してい

る位置が異なり,それぞれ発生時期も異なるため,

完成 した歯の大きさや形態,例えば嘆頭の大きさ

の比率などが異なってくる｡ そのため同じ動物だ

からといってどの歯でも同じ発生様式とはならな

いと言えよう｡

2番目以後に発生する嘆頭についても各種の動

物について報告されているが,その詳細について

は省略する｡ ここでは系統発生との関連で特に重

要と思われる2点について述べたい｡その 1つは

系統発生的には比較的早期に現れる嘆頭である-

イポコ-ユ1トソド,パラコニッドが スンクスでは

かなり遅れて発生することである｡ また数種の霊

長目では-イポコニュリッドは最後に発生する嘆

頭であり,完成した歯においても縮小退化 し,変

異の大きい喫頭である｡ 一方,パラコニッドは霊

長目になると退化していく嘆頭であり,ヒトや類

人猿などでは消失している｡ したがって,これら

の嘆頭の発生が遅れるのは,これらの嘆頭が進化

の過程で大きさを縮小 し,退化する傾向にあるこ

とが個体発生に反映されたものと解釈できる｡

もう1つは嘆頭の発生順序が,下顎大臼歯では

哨乳類全体を通じて比較的一定しているのに対し,

上顎では種によって歯種によって異なっているこ

とである｡ このような上 ･下顎のちがいは,完成

した歯における下顎歯より上顎歯に変異が多いこ

とと密接に関係しているものと考えられるが,詳

細については今後検討を要する問題である｡

以上述べたように現生晴乳類臼歯嘆頭の個体発

生順序は巨視的にみれば系統発生と一致する｡ た

だし,現生哨乳類の臼歯は トリボスフェニック型

臼歯が食性の変化などの環境的な因子によって形

を変えたものと考えられているが,この特殊化の

過程において大きく変化した部分の個体発生は,

例えば短縮化,省略化,あるいはその部分の発生

が強調された形で行われるので系統発生とは一致

しないことがある｡

4.噴頭の発生機構

歯の発生は組織学的には口腔上皮の一部が肥厚

し(創始 :initiation),間葉の側へ陥入することに

始まる(菅状期),次に上皮の周囲に神経堤に由来

する細胞と間葉の細胞が集まってきて,上皮の一

部に凹みができ,浅い皿状から杯をふせたような

形に見える段階 (帽状期)となる｡ 発生がもう少

し進むと上皮,間葉はそれぞれエナメル芽細胞

(ameloblast),象牙芽細胞(odontoblast)に分化

し,エナメル質,象牙質を形成するようになる｡

これらの硬組織が形成される少し前から歯月割ま釣

鐘に似た形態となるので鐘状期とよばれる(図3).

これ以後,硬組織の形成が進み歯の外形ができて

くる｡ この発生時期の中で,帽状期の頃にはその

歯が切歯であるのか,臼歯であるのかといった歯

群の区別さえつかないことが多く,大まかな歯の

形態が確立されるのは鐘状期である｡ また種ある

いは個体に特有の小さな結節や溝といった形質は

その表面にエナメル質が沈着することによっては

じめて表れるものであると理解されている｡

Turner28)はヒトの歯の発生の観察から嘆頭の形

成過程を次の5段階に分けて説明している｡ ①初

期の外形 :鐘状期初期に将来嘆頭となる部分の内
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図 3 鐘状期歯肱の模式図

OE:口腔上皮,DL:歯堤,SDL:代生歯堤

OEE:外エナメル上皮

TEE:内エナメル上皮

SR:エナメル髄

エナメル器

CL:顔係蹄

DP:歯乳頭,OD:象牙芽細胞,Ds:歯小嚢
D:象牙質,E:エナメル質

エナメル上皮が ドーム状になり,隣接する歯乳頭

の細胞数,血管の増加がみられる｡ ②前エナメル

芽細胞 (pre-ameloblast),象牙芽細胞の分化 :側

面からみたロ交頭の形が明瞭となる｡ 象牙芽細胞は

嘆頭頂部でみられ,前エナメル芽細胞はそれより

広い領域でみられる｡ この時期には大きさの増加

により嘆頭の形態が形成される｡ ③最初の石灰化

した象牙質の形成 :嘆頭頂に象牙質が形成され,

前エナメル芽細胞が分泌型エナメル芽細胞(active

ameloblast)に分化する｡ 嘆頭の基底方向への発

育がみられる｡④幼君エナメル質(enamelmatrix)

の形成 :嘆頭頂部に幼若エナメル質が形成される｡

象牙質の形成は常に幼若エナメル質の形成に先行

する｡ 象牙質が形成されると嘆頭の形態は安定し

て くる｡ ⑤唆頭基底部の融合 :嘆頭の基底部に象

牙質が形成され,喫頭同士が融合する｡

また嘆頭が鋭 くなる過程についてTurner28)は象

牙芽細胞層の分化に伴うもので,おそらく象牙芽

細胞層とこれに揺するエナメル芽細胞の間の調節

の結果によるものであろうと述べている｡Paynter

&Hunt34)はラットではエナメル芽細胞における細

胞分裂は象牙前質形成時まで続 くので,嘆頭が鋭

くなるのはこの 2つの層の間の成長率が違うこと

の結果であろうと述べている｡

嘆頭はこのような複雑な過程を経て発生するの

図4 Butler(1956)による岐頭の発生過程のモデル

細胞分裂の活発を内エナメル上皮を黒色弧 エナメル芽細胞 に分化 して細胞分裂の停止

した内エナメル上皮 を白色部 として示 している｡

(Ten°ate,A･R･‥Oralhistology;development,structure,andfunction.2nded.

Mosby,St･Louis,1985.より引用)
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で,嘆頭の発生順序を考える場合には何を基準に

して判断するかによってその結果には大きな違い

が生 じる可能性がある｡ 例えば,嘆頭の発生をエ

ナメル芽細胞の分化開始時期 とするのか,あるい

は象牙前質,象牙質または幼若エナメル質などの

硬組織形成期 とするのかによって発生順序は違っ

てくるO また分化開始後の発育の速度は嘆頭によ

って違ってくることを著者はスンクス臼歯で観察

している｡ したがって,嘆頭の分化は創始,発育,

石灰化という3つのカテゴリーで考えなければな

らないことになる｡

Butler35)は次のようなモチリレによって唆頭の発生

機構を説明している(図4)｡ 鐘状期の歯月割ま液体

の満ちた球に例えられる｡ このとき内エナメル上

皮は歯膳を2つの部分に分ける隔壁となっており.

頬係蹄 (cervicalloop)はその締め金となってい

る｡ 内エナメル上皮はエナメル髄と歯乳頭という

互いに括抗する2つの圧力の間にあり,平衡状態

にあると考えられる｡歯の形を決定する内エナメ

ル上皮の湾曲は,歯乳頭の成長ではなく,細胞分

裂の速度の差による内エナメル上皮自身の成長に

よっておこる｡ すなわち,帽状期では内エナメル

上皮の細胞は全体にわたって分裂を続けており細

胞の増殖が活発である｡ 鐘状期になると,内エナ

メル上皮の将来の嘆頭頂に相当する部分では細胞

の背が高 くなr上 エナメル芽細胞 (または前エナ

メル芽細胞)に分化し,細胞分裂は停止する｡ そ

のため,この部分の内エナメル上皮は預係蹄に向

かって押しつけられるが,預係蹄に近い部分では

内エナメル上皮の細胞分裂が続いているので,内

エナメル上皮は湾曲し,唆頭の外形が形成される｡

エナメル芽細胞への分化 と細胞分裂の停止は頚係

蹄に向かって広がる｡ この細胞の分化は乳歯頭細

胞へ誘導的な役割をはたし,歯乳頭表面の細胞を

象牙芽細胞に分化させる｡この2つの細胞の分化･

成熟は相互に誘導的に働 き,象牙前質,幼若エナ

メル質の形成が始まる｡ その後,同様にして 2番

目の噴頭が分化を開始する｡ このときも11交頭間の

領域では内エナメル上皮の細胞分裂は続いている

ので,嘆頭間の駕は深 くなり,結果として喫頭は

高 くなる｡ このモデルでは歯の形は内エナメル上

皮の細胞分裂のパターンのみで決定されると考え

ている｡

しかし,一般には歯の形の決定因子は歯乳頭に

あると考えられている｡ このことは次のような実

験によって確認されている｡ 発生初期の歯肱のエ

ナメル器と歯乳頭を分離し,いったん分離した上

皮と間葉をいろいろな組合せで再結合し,器官培

養する実験である｡ ①初期歯膳の歯乳頭と未分化

の皮膚上皮を組み合わせると,皮膚の上皮はエナ

メル器- と分化する｡ 逆にエナメル器と皮膚間葉

組織を組み合わせると,歯瞳の特徴を失い,エナ

メル器は表皮- と転換する36)｡この結果から,歯の

発生の決定権は上皮ではなく間葉組織に存在する

と考えられる｡ ②歯乳頭の神経堤由来の組織 と分

化した歯膳のエナメル器を再結合する｡切歯歯膳

の歯乳頭と臼歯歯性のエナメル器を組み合わせる

と,歯肱は切歯の形態となる｡逆に臼歯歯瞳の歯

乳頭は切歯歯瞳のエナメル器を臼歯歯瞳の形態に

変える37)｡これらの事実から歯乳頭の神経堤由来の

組織は歯の発生を誘導し,歯の形態の決定に関与

していることが示唆される｡

Butlerのモデルとこれらの実験結果は一見矛盾

するように思われるが,エナメル器と歯乳頭の分

化は相互に誘導的に働 くことがよく知られており,

歯の形態は歯乳頭の神経堤由来の組織とエナメル

器の内エナメル上皮の間の相互作用によって形成

されることは明らかである｡この相互作用によっ

て上皮の成長 ･分化のパターンが影響を受け,歯

の形態を決定する内エナメル上皮の湾曲が形成さ

れるのである｡

Woodward18)はジムヌラ属のプロトコーンにつ

いてその形成過程をshelf(棚状の隆起)とcusp(嘆

顔)の2段階にわけ,shelfとして形成されるのは

-イポコーン,メタコニュール (プロトコーンか

ら遠心頬側へ向かって走る隆線上に位置する小嘆

頭)より早 く,それがcuspの段階に達するのはこ

れらより遅れるとしている｡ 著者はスンクスのプ

ロトコーンでは,舌側基底部の水平的な発育とそ

の部分の垂直的な発育の2段階が観察され,その

形成初期から垂直的な発育が観察されたパラコー

ンやメタコーンとは明らかに異なることを確認し

ている｡Sakai38)は原始霊長目の化石の観察を基に

2つのタイプの噴頭の分化様式があると述べてい
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る｡その第1は歯帯からの分化であり,第2はす

でに形成されている嘆頭の斜面上にある隆線が限

局的に膨隆することによって分化する様式である｡

第 1の様式で分化する唆頭は例えば上顎ではプロ

トコーン,-イポコーンなどであり,第2の様式

のものはメタコーンなどである｡ この様に系統発

生学的にも嘆頭の分化様式は 1つではなく,プロ

トコーンとメタコーンは別の分化様式をとるとさ

れており,個体発生を観察 したWoodwardや著者

の結果 と一致 している｡

以上述べたように嘆頭の個体発生に関してはほ

んの一部が明らかにされたに過 ぎない｡ しかし,

ロ交頭の発生機構は様々な因子によって複雑にコン

トロールされてお り,それぞれの唆頭によって発

生過程が異なっていることは明らかである｡ 今後

は組織学的なデータを集積 し,岨噛機能 と喫頭の

発生の関係について検討 し,総合的に嘆頭の発生

機構を解明していきたい｡

稿を終るに臨み,御指導 ･御校閲を賜った愛知

学院大学歯学部酒井琢朗教授ならびに花村肇助教

授,岡山大学歯学部永井席教授に深謝いたします｡
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